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すばる望遠鏡用 188素子次世代補償光学系（AO188）では、多素子化に伴うパフォーマンスの向上を最大限に生
かしながら同時に観測効率の向上を図るため、観測動作中も波面情報を外部に抽出しながら連続的に最適な制御
パラメータを算出して自動的に調整を行うシステムの開発を行ってきている。前回の天文学会では昨年度のファー
スライト時のデータの分析を行い発表しているが、その後も成果を生かして引き続き各所に改善を図ってきてお
り、進展を紹介する。改善は、今後のシステム拡張に備えて実時間波面データのフォーマットを柔軟なものに拡
張すると言った細部から、波面センサーの感度補正や薄膜振動鏡駆動電圧の最適化など原理的な進展までが含ま
れる。また、パラメータの最適化の過程でえられる計算値を用いた動作モニター機能に関しても紹介する予定で
ある。


